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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年9月14日(2017.9.14)

【公表番号】特表2016-530271(P2016-530271A)
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【年通号数】公開・登録公報2016-057
【出願番号】特願2016-535505(P2016-535505)
【国際特許分類】
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   Ｂ０１Ｊ  39/20     (2006.01)
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   Ｂ０１Ｊ   39/20     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   41/14     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月4日(2017.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　生体分子を回収するための正に荷電した微粒子及び／又は負に荷電した微粒子の使用で
あって、該正に荷電した微粒子が粉砕したポリマー陰イオン交換樹脂を含み、該負に荷電
した微粒子が粉砕したポリマー陽イオン交換樹脂を含む、使用。
【請求項２】
　生体分子がポリペプチド又はポリヌクレオチドである、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　該正に荷電した微粒子及び／又は負に荷電した微粒子がフロックを形成する、請求項１
に記載の使用。
【請求項４】
　細胞を破砕するための正に荷電した微粒子及び／又は負に荷電した微粒子の使用であっ
て、該正に荷電した微粒子が粉砕したポリマー陰イオン交換樹脂を含み、該負に荷電した
微粒子が粉砕したポリマー陽イオン交換樹脂を含む、使用。
【請求項５】
　陰イオン交換樹脂及び陽イオン交換樹脂が、ポリスチレン系、ヒドロキシエチルメタク
リラート（ＨＥＭＡ）系、ジメチルアミノエチルメタクリラート（ＤＭＡＥＭＡ）系、ジ
メチルアミノエチルメタクリラート（ｐＤＭＡＥＭＡ）、ポリアクリルアミド系、メタク
リル酸（ＭＡＡ）系である、先行する請求項のいずれか一項に記載の使用。
【請求項６】
　陽イオン交換樹脂及び陰イオン交換樹脂が、ジビニルベンゼンと架橋したポリスチレン
である、先行する請求項のいずれか一項に記載の使用。
【請求項７】
　微粒子が約５μm未満の平均粒子径を有する、先行する請求項のいずれか一項に記載の
使用。
【請求項８】
　正に荷電した微粒子又は負に荷電した微粒子が、ポリマー陰イオン交換及び／又は陽イ
オン交換樹脂を粉砕することによって得られ得る、先行する請求項のいずれか一項に記載
の使用。
【請求項９】
　陰イオン交換樹脂が、Ａｍｂｅｒｌｉｔｅ  ＩＲＡ－４００、Ａｍｂｅｒｌｉｔｅ  Ｉ
ＲＡ－４８５、Ｄｏｗｅｘ  １Ｘ２－１００、Ｄｏｗｅｘ  １－８－１００、Ｍａｒａｔ
ｈｏｎ  Ａ２又はＤＩＡＩＯＮ  ＳＡ  ２０Ａである、先行する請求項のいずれか一項に
記載の使用。
【請求項１０】
　陽イオン交換樹脂が、Ａｍｂｅｒｌｉｔｅ  ＩＲＣ－７４８、Ｄｏｗｅｘ  ５０  ＷＸ
２－１００、Ｄｏｗｅｘ  ５０  ＷＸ８－１００、Ｍａｒａｔｈｏｎ  ＭＳＣ又はＤＩＡ
ＩＯＮ  ＳＫ  １１０である、先行する請求項のいずれか一項に記載の使用。
【請求項１１】
　細胞が真核細胞又は原核細胞である、先行する請求項のいずれか一項に記載の使用。
【請求項１２】
　生体液から生体分子を得る方法であって、ａ）請求項１～１０のいずれか一項に定義さ
れる正に荷電した微粒子及び／又は負に荷電した微粒子を生体液に添加すること、並びに
該生体液から該生体分子を回収することを含む、方法。
【請求項１３】
　ｂ）前記微粒子にフロックを形成させること、ｃ）生体液から該フロックを除去するこ
と、及びｄ）該フロックから生体分子を脱離することを更に含む、請求項１２に記載の方
法。
【請求項１４】
　細胞を破砕する方法であって、正に荷電した微粒子及び／又は負に荷電した微粒子を細
胞懸濁液に添加することを含む、方法。
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【請求項１５】
　細胞から生体分子を放出させることを更に含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
  生体分子がポリペプチド又はポリヌクレオチドである、請求項１４又は１５に記載の方
法。
【請求項１７】
　正に荷電した微粒子及び／又は負に荷電した微粒子を含む生体液であって、該正に荷電
した微粒子が粉砕したポリマー陰イオン交換樹脂を含み、該負に荷電した微粒子が粉砕し
たポリマー陽イオン交換樹脂を含む、生体液。
【請求項１８】
　フロックを更に含む、請求項１７に記載の液。
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